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丸・平鋼の切断に威力r

タイトウカットオフマシンに

は、切衛」抵抗の変化を増幅し、

鋭敏に切り込み圧力を利鶴す

る蛾適圧力弁か組み込まれて

います (日米特許 )。 これによ

り、切制長の短い箇所ては速く、

長い箇所ではl屋 く露フレーム

か下隆するフィート八ック性

能は完べきて現難削材には適

正定量切り込みを行ないます。

― ― -1

ダイトウSシ リーズの鋸フレ
ームは、翻J直 な工本の柱て案

ヴ]されていますから、下時橋度、

耐久性の面から申し分ありま

せん。

円鍛下降方式と違い、官に鋸刃

か平行に下降するのて、作業上

好都合です。

切り取リカ8工の際、フライス盤

代りに応用すると、大へん能率

的です。材料のロスも少なくて

すみます。
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■仕様

穀 大 切 断 寸 法

(廟 )

鋸  刀  寸
(爾 )

厚さ

福

長さ

450

450

620× 450

620X270

5.03(l

550

5(10

700× 500

700X320

5.450

520

1 06-1 4

38

'由

屈E075
メインバイス 04
切削液 006
鋸刀ブラン 004

0～ 130(無段 )

45

帯鋸刀2本、工具一式

650

650

1000X650

1000X380

1 27-1 6

50

7.600

鋸刀7.5 油圧15
メインバイス0,75

前バイス0,75

切背期液006
洞滑ポンプ0.004

(60Hz,19～ 150(無段)

(剪‖
=)16～
125(無段)

670

1000

ll削

1100× 1000

1100× 500

1_6

67

8.840

字尼刀75 油圧22
切制液025

テ ンフコンベアー0´ 025

鋸刀ブラシ0.04

潤滑ホンブ0004

0～84(無段 )

910

64

100

10,500

電効コンベアー 1台

帯 鋸 刀 2本
工 具 一 式

色E刀 37

モ ー タ ー 出 力 (鷺v)

鑑 刃 速 度(m/m柿 )

鋸 ホ イ ー ル 径 (薗 ) 480

油圧オイルタンク客置(1).

切 削 液 タ ン ク容 量 (▼ )

量 (kg) 2.000

標 準 付 属 品

■この仕口は、破良のため予缶なしに変更することがあります。

2.200

35

47

4,(XX〕

電動コンベアー 1台

帯 a: 刀 2本
工 具 一 式

■外形寸法

2370   2550
1110       1110 ,760
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J    I

2215

1460

890

2560

19翻

1050

3480

3300

700市
E

G

‖

780

590

500

210

1010

730

1865

677

845

1185

495

390

390

1855

1050

1540

1120
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DA,70-LENOX

(タイトウ)ルトォフマツン !とは
(レノックス)フレードカ弓辿してとヽま11


